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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

秋
田
県
で
九
月
二
十
九
日
〜

十
月
九
日
ま
で
行
わ
れ
た
第

六
十
二
回
国
民
体
育
大
会
「
秋

田
わ
か
杉
国
体
」
に
、
南
あ
わ

じ
市
か
ら
五
人
の
方
々
が
参
加

さ
れ
、
優
秀
な
成
績
を
収
め
ま

し
た
。

◆
北
野
上
能よ

し
と
も丈

さ
ん
（
広
田
）

　

ボ
ー
ト
競
技
・
成
年
女
子

舵だ
し
ゅ手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
の
監

督
と
し
て
出
場
。
準
決
勝
進
出

（
ベ
ス
ト
16
）。
三
洋
電
機
㈱
モ

バ
イ
ル
エ
ナ
ジ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー

所
属
。

◆
斉
藤
愛
佳
さ
ん
（
津
井
）

　

　

ボ
ー
ト
競
技
・
成
年
女
子
舵

お
め
で
と
う

じゃのひれで催し25時間レゲエを満喫
　「25時間レゲエ in淡路島」（同実行委員会主催）が、９月29日～30日、

淡路じゃのひれオートキャンプ場（阿万）で行われました。レゲエとは、

ジャマイカ発祥のポピュラー音楽で、独特のアクセントとメッセージ

性の強い歌詞が特徴。この催しに、プロのミュージシャン 30組と観客

3,000 人の参加者が全国から集結。出演者と観客が同じ野外ステージ上

で演奏とダンスを楽しみ、昼夜を問わず熱い熱気に包まれました。参加

者は、「大自然の中で、音楽を満喫できてサイコー！」と話していました。
▲レゲエを楽しむ若者たち

手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
に
出

場
。準
決
勝
進
出（
ベ
ス
ト
16
）。

日
本
体
育
大
学
に
所
属
。

◆
服
部
愛め

ぐ
み美

さ
ん
（
松
帆
）

　

陸
上
競
技
・
成
年
女
子

１
０
０
ｍ
と
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー
の
二
種
目
に
出
場
。
リ

レ
ー
で
は
準
決
勝
ま
で
進
出
。

立
命
館
大
学
に
所
属
。

◆
阿
部
領
太
さ
ん
（
阿
万
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
・
少
年

男
子
に
出
場
。
ア
タ
ッ
カ
ー
と

し
て
活
躍
し
、
五
位
入
賞
。
尼

崎
市
立
尼
崎
高
校
に
所
属
。

◆
池
尻
実
さ
ん
（
湊
）

　

相
撲
競
技
・
少
年
男
子
に
出

場
。
個
人
戦
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

ト
進
出
、
団
体
五
位
入
賞
。
柳

学
園
高
校
に
所
属
。
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「
淡
路
の
ひ
だ
ま
り
」
が
モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
金
賞
受
賞

淡
路
た
ま
ね
ぎ
を
世
界
に
Ｐ
Ｒ

　

こ
の
ほ
ど
、
淡
路
産
の
た
ま
ね

ぎ
を
使
っ
た
「
玉
ね
ぎ
焼
酎　

淡

路
の
ひ
だ
ま
り
」
が
、
ス
ペ
イ

ン
・
バ
ル
セ
ロ
ナ
で
開
か
れ
た
世

界
的
な
食
品
品
評
会
「
モ
ン
ド
セ

レ
ク
シ
ョ
ン
」
リ
キ
ュ
ー
ル
･
ス

ピ
リ
ッ
ツ
部
門
で
、金
賞
を
受
賞
。

十
月
十
一
日
、
市
役
所
に
浜
辺
幸

志
さ
ん
（
福
良
）
が
訪
れ
、
中
田

市
長
に
そ
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
焼
酎
は
、
浜
辺
さ
ん
の
開

発
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
、
主
原
料

に
淡
路
産
の
玉
ね
ぎ
を
四
十
％
以

上
使
用
。
太
陽
を
浴
び
て
育
つ
玉

ね
ぎ
か
ら
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
商
品

名
を
考
案
。
玉
ね
ぎ
の
甘
さ
が
口

の
中
で
広
が
っ
て
、
後
味
は
す
っ

き
り
し
て
い
ま
す
。

　

モ
ン
ド
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
食

品
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
呼
ば
れ
、

世
界
中
か
ら
応
募
さ
れ
て
い
ま

す
。
淡
路
島
か
ら
は
、
金
銀
銅
の

各
賞
を
通
じ
て
、
初
受
賞
の
快
挙

と
な
り
ま
し
た
。

　

浜
辺
さ
ん
は
「
特
産
の
た
ま
ね

「
地
域
文
化
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
か
れ
る

文
化
の
保
存
・
継
承
に
つ
い
て
考
え
る

▲「淡路のひだまり」を持つ中田市長（左）と浜辺さん

　

地
域
の
伝
統
芸
能
や
文
化
の
保

存
・
継
承
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、

県
内
各
地
域
の
文
化
団
体
ら
で
組

織
す
る
兵
庫
県
地
域
文
化
団
体
連

絡
協
議
会
と
㈶
兵
庫
県
芸
術
文
化

協
会
等
が
、
十
月
十
四
日
、
南
淡

路
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で
「
地
域
文

化
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
下
で
芸
術
文
化

活
動
で
活
躍
し
て
い
る
方
々
ら

二
百
四
十
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
の
開
催
と
あ
っ

て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
、
淡
路
人

▲福井子供会人形浄瑠璃部の活動を紹介する同部の野田こころ
　さん（中央）

形
座
に
よ
る
三
番
叟
の
上
演
。
そ

の
後
、
㈶
淡
路
人
形
協
会
の
中
田

勝
久
理
事
長
（
南
あ
わ
じ
市
長
）

に
よ
る
基
調
講
演
「
淡
路
人
形
浄

瑠
璃
と
地
域
の
か
か
わ
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
中
田
理
事
長
は
、

「
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
の
継
承
を
支

え
る
人
が
地
域
に
大
勢
い
る
こ
と

が
心
強
い
。
課
題
は
あ
る
が
、
こ

れ
ら
の
支
え
を
受
け
て
、
守
り
続

け
て
い
き
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
各
地
の
芸
能
保
存
会

団
体
代
表
者
ら
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
も
行
わ
れ
、

福
井
子
供
会
人
形
浄
瑠
璃
部
の
野

田
こ
こ
ろ
さ
ん
も
パ
ネ
ラ
ー
と
し

て
参
加
し
、意
見
交
換
し
ま
し
た
。

秋
田
わ
か
杉
国
体
に

　
　
　
　
　
　

出
場
広報 

観月会開かれる中秋の名月を風情豊かに
　中秋の名月を風情豊かに楽しんでもらおうと、南淡文化協会

（徳田壽春会長）は９月 25日、南淡公民館で「観月会」を開

催しました。会場には参加者が持ち寄った手作りの行
あんどん

灯やオブ

ジェが飾られ、窓からは真ん丸いお月様も顔をのぞかせました。

雰囲気が高まった中、訪れた 200人の参加者は、短歌や俳句、

雑俳の投句やお茶席、コーラスや琴演奏などの舞台発表を鑑賞

しながら、秋の宵を過ごしました。
▲お月見に華を添えた舞台発表

▲北野上さん

ぎ
と
淡
路
島
を
、
世
界
に
Ｐ
Ｒ
で

き
ま
し
た
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー
プ
「
新し

ん
で
ん
な
か

田
中
の
案か

か

し

山
子
」

有
機
野
菜
の
無
人
販
売
所
を
開
設

　

北
阿
万
地
区
で
有
機
農
法
に
取

り
組
む
農
家
や
、
食
育
を
広
げ
て

い
る
「
い
ず
み
会
」
会
員
の
女
性

ら
五
人
が
、
ま
ち
お
こ
し
グ
ル
ー

プ
「
新
田
中
の
案
山
子
」
を
立
ち

上
げ
、
九
月
か
ら
、
有
機
野
菜
の

無
人
販
売
所
を
開
設
し
、
好
評
を

博
し
て
い
ま
す
。

　

無
人
販
売
所
に
は
、
会
員
ら
が

育
て
た
有
機
野
菜
や
お
米
を
安
価

で
販
売
し
て
い
る
ほ
か
、
各
家
庭

で
不
要
に
な
っ
た
日
用
雑
貨
等
も

安
価
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

代
表
の
新
田
洋
子
さ
ん
は
「
旬

の
新
鮮
野
菜
を
食
べ
て
、
食
育
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
い
た
い
。
ま

た
地
域
住
民
の
交
流
の
場
と
な
れ

ば
い
い
で
す
ね
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

販
売
所
は
、
オ
ニ
オ
ン
道
路
沿

い
、大
日
寺
（
北
阿
万
）
付
近
で
、

ユ
ニ
ー
ク
な
案
山
子
と
の
ぼ
り
が

目
印
。
午
前
六
時
か
ら
午
後
七
時

ま
で
開
か
れ
て
い
ま
す
。

大
鳴
門
橋
記
念
館
の
愛
称

「
う
ず
の
丘
」
に
ネ
ー
ミ
ン
グ

　

鳴
門
海
峡
を
見
渡
せ
る
大
鳴
門

橋
記
念
館
の
愛
称
が
決
定
し
ま
し

▲無人販売所を始めた「新田中の案山子」の皆さん

▲中田市長（左）から記念品を受ける命
　名者の西中さん

▲斉藤さん▲服部さん▲阿部さん▲池尻さん

た
。

　

応
募
総
数

千
十
二
通
の

中
か
ら
選
ば

れ
た
ネ
ー
ミ

ン
グ
は
、「
う

ず
の
丘
」。

　

十
月
十
三

日
に
発
表
セ

レ
モ
ニ
ー
が

行
わ
れ
、
中

田
勝
久
市
長
か
ら
名
付
け
親
の
西

中
鈴
子
さ
ん
（
松
帆
）
に
、
当
選

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

同
記
念
館
は
、
大
鳴
門
橋
開
通

の
昭
和
六
十
年
に
オ
ー
プ
ン
。
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
館
、
う
ず
し
お

科
学
館
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
売
店
な

ど
が
あ
り
、
多
く
の
観
光
客
で
賑

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
よ
り
多
く
の

人
に
親
し
ま
れ
、
気
軽
に
お
食
事

や
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
し
て
い

た
だ
こ
う
と
、
今
回
愛
称
を
募
集

し
て
い
ま
し
た
。


